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論 文 内 容 の 要 旨
本論文はn型 GaAs結晶に現われるガン (Gunn)発振現象に関して著者が行なった研究成果, ならび
にこれをマイクロ波発振素子として応用するために行なった研究の結果をまとめた もので, 5章 より成
る｡ ガン発振現象はn塑 GaAs結晶のもつ特殊なエネルギー帯構造に基づくものであるが, その発振機
構に関して最も特長的な点は, 高い電界を加えたとき結晶内部に高電界 ドメインが発生し, これが陰極か
ら陽極に向かって成長しながら高速度で走行することである｡ 本論文の前半 (第1章と第2章) ではガン
発振現象の理論を扱っており, 高電界 ドメインの性質に関して著者の行なった研究結果は第 2 章で詳述さ




果が発見されて以来, 発振原理, 発振機構, 現象の解析などに関して行なわれた多くの人たちの研究経過
を述べ, 著者の研究に対する歴史的背景を明確にするとともに, 著者の研究の位置づげをするのに役立た
せている｡
第2章では, ガン発振の際に結晶内部に現われる高電界 ドメインの電気的性質について, 著者の行なっ
た研究成果を述べている｡ 著者は階段状パルス電圧を用いてドメインの過渡応答を測定し, ドメインが一
定の電荷を蓄積した容量とみなされること, またドメインの両端の電圧 (ドメイン電圧) と蓄積電荷との
関係から, ドメインの形状についての知見が得られることを示している｡ また素子の表面電位の分布をす
ぐれた分解能をもつ容量性プローブを用いて測定することにより, ドメインが素子内部を走行している状










n･ 1 積によって規定され, ドメイン成長時間が ドメイン走行時間の露に等しいという条件から, ドメイ
ン発生の限界値として従来知られていたn ･ 1積限界値が求められることが示されている｡
第4章では, ガン効果素子を実用するに当たって問題となる結晶の特性, 素子の製作法, 素子の特性及
びその信頼性などについて述べている｡ 優れたガン発振特性をうるためには, まず結晶の規則性, キャリ
ヤ密度, 電子移動度, 均一性などに制約があるが, これらを満足する結晶及び素子の製作法について詳細




して起こり, 劣化の活性化エネルギーが 2.2-2.6eV であること,105時間以上の動作寿命を要求する場
合には, 素子内部の最高温度を 220oC以下におさえる必要があることなどを述べている｡
第 5 章は結論で, 上記の研究成果を総括して述べてある｡


























性質を検討し, さらに製作工程中の問題点を明らかにするとともに, 素子の直流特性, マイクロ波発振特
性などの間の関係を明確にして, 素子の良否判定基準を与えるなど, 製作上有益な多くの示唆を与えた｡
6.この種の素子では動作中に特性劣化の傾向がみられるが, 著者は信頼性を明らかにするために, 強
制劣化の実験などにより劣化の活性化エネルギーを求め, これが 2.2-2.6eV であって, 105時間以上の
動作寿命を確保するには, 素子内部の最高温度を 220oC以下にする必要があることを示した0
以上の成果は学術上のみならず工業上にも貢献するところが少くない｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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